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第
五
次
青
梅
市
男
女
平
等
推
進
計
画

男女平等参画社会の
　　　　実現を目指して

　

日
本
国
憲
法
は
、「
法
の
下
の
平
等
」、

「
個
人
と
し
て
の
尊
厳
」
を
定
め
、
男

女
が
す
べ
て
に
お
い
て
、
性
別
に
よ
り

差
別
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
し
て
い
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
平
成
22
（
２
０
１

０
）
年
に
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
女
性
に

と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や

す
い
社
会
を
作
る
こ
と
を
最
重
要
課
題

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に

は
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
い
わ

ゆ
る
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」
が
改
正
さ
れ
、

配
偶
者
等
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
対

す
る
取
組
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

青
梅
市
に
お
い
て
は
、
平
成
８

（
１
９
９
６
）
年
に
「
青
梅
市
男
女
平

等
推
進
計
画
・
青
梅
市
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
そ
の
後
、
四
次
に
わ
た
り
男
女

平
等
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
の
施
策

2

　生活環境や経済・社会情勢の変化が進むなかで、男女平等参画社会の実現がますます重
要となっています。
　青梅市では男女平等参画社会の実現に向け、施策を計画的に推進していくため「第五次
青梅市男女平等推進計画｣を策定しました。

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
に
お
い
て
も
固
定
的
な
性
別
役
割

分
業
意
識
が
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
梅
市
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

経
済
の
長
期
的
低
迷
、
雇
用
対
策
な
ど

の
課
題
に
加
え
、
災
害
時
の
緊
急
対
応

な
ど
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
し
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

度
か
ら
29
（
２
０
１
７
）
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
第
五
次
の
「
青
梅
市

男
女
平
等
推
進
計
画
・
青
梅
市
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
生
じ
た

新
た
な
課
題
な
ど
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
次
の
事
項
を
重
点
化
し
て
施
策
を

構
築
し
ま
し
た
。

○
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
防
止

○
行
政
・
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
平

等
参
画
の
推
進

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
の
推
進

○
推
進
体
制
の
強
化
・
充
実

　
〝
男
女
が
互
い
に
そ
の
権
利
を
尊
重

し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
が
発
揮
で
き
る
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
〞
に
向
け
、

○
性
別
に
よ
り
差
別
さ
れ
な
い
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

○
男
性
と
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対

等
な
立
場
で
参
画
し
、
と
も
に
責
任

を
担
う
社
会

○
多
様
な
生
き
方
を
自
ら
の
意
思
で
選

択
・
決
定
し
、
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

男女平等参画社会の
　　　　実現を目指して

特集

計
画
の
基
本
理
念

計
画
策
定
の
趣
旨

重
点
課
題

第
五
次
青
梅
市
男
女
平
等
推
進
計
画
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平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
２

月
27
日
に
第
五
次
青
梅
市
男
女

平
等
推
進
計
画
に
つ
い
て
本
懇

談
会
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
た

提
言
書
を
竹
内
俊
夫
市
長
に
お

渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
２

月
か
ら
１
年
間
に
６
回
開
催
さ

れ
た
懇
談
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
委
員
が
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
日
頃
の
考
え

や
思
い
を
意
見
に
し
て
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
年
齢
層
の
男
女
が

幸
福
で
豊
か
な
生
活
を
平
等
に

送
る
と
い
う
の
は
決
し
て
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
生
か
し
、
で

き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
進
め
、

ま
た
一
人
ひ
と
り
が
意
識
改
革

を
す
る
こ
と　

が
求
め
ら
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
青
梅
市

へ
の
発
展
に
、
本
提
言
が
貢
献

す
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

左から大
おおの

野哲
てつあき

明副会長、竹
たけうち

内俊
としお

夫青梅市長、加
かとう

藤めぐみ会長

第
五
次
青
梅
市
男
女
平
等

推
進
計
画
へ
の
提
言
を
終

え
て

　

詳
し
く
は
青
梅
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
梅
市
男
女
平
等

　
推
進
計
画
懇
談
会

会
長　

加か

藤と
う

め
ぐ
み

施策体系図（太枠は各目標の重点課題）
目　　標 課　　　　　　　題 主 　な 　施 　策

配偶者等からの暴力の防止

社会的弱者に対する暴力の防止

男女平等参画を推進する教育・学習の充実

生涯を通じた男女の心と体の健康支援

行政・防災分野における男女平等参画の推進

地域・家庭における男女平等参画の推進

国際理解の推進と外国人への支援

生活の安定と自立の支援

ワーク・ライフ・バランスの推進

働く場における男女平等参画

女性の就業支援

子育て・介護への支援

推進体制の強化・充実

男女平等参画の啓発

暴力の未然防止のための意識啓発　ほか２施策

児童・障害者・高齢者虐待の防止

学校教育における男女平等教育の推進　ほか２施策

母子保健事業の充実　ほか１施策

政策・方針決定過程への女性の参画　ほか１施策

地域活動への男女平等参画の推進　ほか１施策

国際理解の推進　ほか２施策

特別な配慮を必要とする男女への支援　ほか１施策

企業や事業主への啓発と情報提供　ほか１施策

働きやすい職場環境づくり　ほか１施策

就業への支援

保育・育児サービスの充実　ほか１施策

市民参画による計画の推進　ほか１施策

啓発事業・広報活動の充実　ほか１施策

人権の尊重
による男女
平等参画の
意識づくり

社会のあらゆ
る分野におけ
る男女平等
参画の推進

働く場におけ
る男女平等参
画とワーク・
ライフ・バラ
ンスの推 進

総 合 的 な
計画の推進

http://www.city.om
e.tokyo.jp/
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み
な
さ
ん
は
Ｄ
Ｖ
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
の
略
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
等
の
親
密
な
関
係
に
あ
る
（
あ

っ
た
）
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
ふ
る
わ
れ

る
暴
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
法
律
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

こ
れ
が
一
般
的
に
「
Ｄ
Ｖ
法
」・「
Ｄ

Ｖ
防
止
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
法
律

で
す
。

　

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
施
行

さ
れ
た
こ
の
法
律
は
、
人
権
の
擁
護

と
男
女
平
等
の
実
現
を
図
る
た
め
に
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
係
る
通
報
、

相
談
、
保
護
、
自
立
支
援
等
の
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者

の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

§
Ｄ
Ｖ
法
の
中
で
注
目
し
た
い
用
語

の
定
義
が
以
下
の
２
つ
で
す
。§

・
配
偶
者
と
い
う
言
葉
の
定
義
と
し

て
、「
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
（
い
わ
ゆ
る
事

実
婚
の
状
態
に
あ
る
者
）」
も
含

ま
れ
ま
す
。

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
と
は
、
配
偶

者
か
ら
の
身
体
に
対
す
る
暴
力
の

み
で
は
な
く
、
こ
れ
に
準
ず
る
心

身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動

を
い
い
ま
す
。
ま
た
「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
」
と
は
い
う
も
の
の
実

際
に
は
男
性
か
ら
女
性
に
対
す
る

暴
力
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

§
以
上
の
と
お
り
Ｄ
Ｖ
と
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
殴
る
蹴
る
と
い
っ
た

身
体
的
な
暴
力
に
限
ら
な
い
こ
と
が

法
律
の
中
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言

動
と
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
い
ま

す
。§

「
身
体
的
暴
力
」
…
殴
る
・
蹴
る
・

押
す
・
つ
ね
る
・
物
を
投
げ
つ
け

る
・
水
や
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
。

「
性
的
暴
力
」
…
パ
ー
ト
ナ
ー
の
望

ま
な
い
セ
ッ
ク
ス
の
強
要
・
妻
へ
の

妊
娠
や
中
絶
の
強
要
な
ど
。

「
心
理
的
暴
力
」
…
無
視
す
る
・
パ

ー
ト
ナ
ー
の
大
事
に
し
て
い
る
も
の

を
取
っ
た
り
壊
し
た
り
す
る
な
ど
。

「
言
葉
の
暴
力
」
…
説
教
す
る
・
お

ど
す
・
相
手
の
嫌
が
る
事
を
繰
り
返

し
言
う
な
ど
。

「
経
済
的
暴
力
」
…
パ
ー
ト
ナ
ー
の

労
働
を
嫌
が
る
・
生
活
費
を
入
れ
な

い
な
ど
。

「
社
会
的
隔
離
」
…
パ
ー
ト
ナ
ー
が

実
家
や
友
人
と
付
き
合
う
の
を
嫌
が

る
・
電
話
や
手
紙
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

な
ど
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
直
接
的
に
暴
力
を

受
け
る
女
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
子

ど
も
た
ち
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

直
接
父
親
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ

な
く
て
も
、
母
親
に
対
す
る
暴
力
を

目
の
当
た
り
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
自

体
が
、
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
認
識

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
偶
者
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
と
怒
る

・
ひ
ど
い
や
き
も
ち
を
焼
く
・
友
だ

ち
の
ア
ド
レ
ス
を
勝
手
に
消
す
な
ど

の
結
婚
し
て
い
な
い
若
年
層
の
男
女

間
に
お
け
る
暴
力
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

と
い
い
ま
す
。

　

暴
力
を
受
け
、
ど
う
し
て
い
い
か

分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
緊
急
の
時

◆
暴
力
を
受
け
た
（
か
も

し
れ
な
い
）
場
合

◆
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律

ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
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公的支援機関の相談窓口をご利用ください。

相　　　　談　　　　先 内　　　　　　容

女性の

相　談

東京ウィメンズプラザ　℡03-5467-2455
毎日  9:00～21:00（年末年始は休み）

女性の総合相談
ドメスティック・バイオレンス、
夫婦・親子の問題、生き方や職場
の人間関係など
（就職活動の支援は行っておりま
せん）

東京都女性相談センター　℡03-5261-3110
月～金曜日  9:00～22:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

東京都女性相談センター 多摩支所　℡042-522-4232
月～金曜日  9:00～16:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

青梅市役所（相談窓口）　℡0428-22-1111㈹
月～金曜日  8:30～17:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

青梅警察署生活安全課　℡0428-22-0110㈹
月～金曜日  8:30～17:15（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）
夜間・緊急の場合   １１０番（事件発生時）

子ども
に関す
る相談

立川児童相談所　℡042-523-1321
月～金曜日  8:30～17:00（土･日曜日、祝日、年末年始は休み）

子どもに関する各種相談
保護者の事情で子どもが家庭で生
活できないとき、虐待など子ども
に人権にかかわる問題、子どもの
発達に関する相談など

児童相談センター　　　℡03-5937-2330
休日、夜間の緊急連絡

は
110
番
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
に
も

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
違
和
感

を
覚
え
て
は
い
る
も
の
の
、
保
護
を

受
け
る
程
の
こ
と
な
の
か
悩
ん
で
い

る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
違
和

感
を
覚
え
た
時
、
そ
れ
は
す
で
に

暴
力
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
トhttp://

w
w
w.gender.go.jp/

で
は
、
各
種

相
談
機
関
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
梅
市
で
も
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
相
談
窓
口
に

連
絡
を
と
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
、

ま
た
は
不
安
解
消
の
糸
口
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
ど
の
年
代
に
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
な
か
に

溜
め
こ
む
う
ち
に
暴
力
は
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
、
被
害
が
深
刻
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、「
つ
ら
い
」、「
な

に
か
が
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
時
に

は
、
一
度
ご
相
談

し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
は
、
殴
る
蹴
る
の
身

体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
経

済
的
・
性
的
暴
力
な
ど
様
々
な
手
段
を

選
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
発
達
に
よ
り
、

そ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
の
暴
力

が
際
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

携
帯
電
話
の
チ
ェ
ッ
ク
、
メ
ー
ル
の

返
信
を
強
制
す
る
、
ネ
ッ
ト
上
の
書
き

込
み
、写
真
を
使
っ
て
の
脅
し
な
ど
で
す
。

　

被
害
者
は
相
手
が
怖
く
て
、
言
い
な

り
に
な
り
、
そ
の
こ
と
を
誰
に
も
相
談

で
き
ず
孤
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え

る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ス
ワ
ー
ド
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情

報
で
す
。
相
手
を
信
用
し
て
い
る
か
ら

よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

パ
ス
ワ
ー
ド
は
自
分
自
身
を
護
る
大

切
な
言
葉
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

男
女
共
同
参
画
お
お
た　

東
ひ
が
し 

香か
お
り織

最
近
の
Ｄ
Ｖ
状
況
に
つ
い
て

相談窓口の案内
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　昔も今も変わらない伝統の味を守り、地域雇用を創出し続ける東洋
米菓株式会社の山際由光社長にお話を伺いました。

さんかくの窓
奥山和弘著　文芸社

市内企
業

レポー
ト

青梅市中央図書館で所蔵して
います ℡ 0428‒22‒6543

̶「男」とか「女」じゃなくて「人」と「人」̶
　この標語は平成11（1999）年に制定された男女共同
参画基本法にちなんで、静岡県の標語コンクールで最
優秀賞に選ばれたものです。「男らしさ、女らしさ」
にとらわれない生き方を目指し、個々の生き方を認め
合う社会を目指すのが男女共同参画社会。
　この本は、「男とはこういうものだ」「女とはこうあ
るべきだ」という「枠組み」を取り除くために具体例
を挙げ、歴史的観点や他国との比較などから分析し、
わかりやすい言葉で説明する入門書です。
　男女を問わず社会参加や家庭・地域社会への参加な
どの複数の「居場所」があることが、人生の豊かさに
つながるという考えが伝わる一冊です。

東洋米菓株式会社
代表取締役社長

山
やまぎわ

際  由
よしみつ

光さん

～創業94年「伝統を守り、
　　新しいおいしさを追求」～

東洋米菓株式会社（野上町２丁目）
設立 昭和27年７月（大正８年創業）
従業員数 76人（男性23人/女性53人）
和洋菓子・米菓の製造販売、ゴルフ練習場
http://www.tsutsujiya.co. jp

「男だてら」に
　　　　「女泣き」

感じている小さな気づきや疑問などを出してもらい、
意見集約したものを社員へフィードバックし、一つ
ひとつ改善していきます。この取り組みを始めてか
ら、社内には良い緊張感が生まれ、社員にとっても
新しい刺激になっています。また、社員とは定例の
ミーティング以外にも、ゴルフコンペなどでコミュ
ニケーションを図っています。
 おいしいものを提供し続ける！
　伝統を受け継ぐ「手焼せんべい」を柱商品として
「団子」「まんじゅう」、新しいおいしさを追究した
「フレッシュどらやき」のほか、洋焼菓子、和風ゼ
リー、氷点菓など、幅広いジャンルのお菓子を製造・
販売しています。商品開発には、何よりも「お客様
の声」と製造現場の日々前へ進む努力が必要です。
それと同時に、今まで受け継がれている伝統を次の
世代へ引き継ぐために職人の感性と技術の継承も重
要と考えています。「おいしいものを提供し続ける
こと」が私たちの使命だと思っています。

 四季折々の商品
　地域貢献活動として参加している【美しい多摩
川フォーラム～食と文化の交流イベント】のプロ
ジェクトとして商品化した『春色・さくらリング』
を今春リニューアル発売し、ご好評を得ています。
国産米粉を使用した、油で揚げていない焼きドー
ナツで、日本人の心をくすぐる綺麗な桜色とほん
のり香る桜の葉の塩気が特徴です。他にも四季折々
の季節限定商品を揃えています。
 手作りチラシ「フレッシュ新聞」
　敷地内にある「大門亭」は、入れたてのホット
コーヒーの香りが漂う、カフェのような雰囲気の
お店です。スタッフが手書きの『フレッシュ新聞』
を毎月作成し、お配りしています。新商品の開発
秘話を盛り込むなど、お客様との距離を縮めるの
に効果をあげています。おかげさまで「フレッシ
ュどらやき」はお客様から新メニューのご提案を
頂くなど、地域や企業からも注目されています。
 社員の意見が活発
　女性目線、消費者目線を大切にするため、パー
ト職員と社長との意見交換会を毎月実施していま
す。会社をより良くする活動の一環として、日々
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そ
の
後
、
１
９
９
０
年
代
に
中
学
校

や
高
校
で
家
庭
科
の
授
業
の
男
女
共
修

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
や
、
男
女
の
仕
事

上
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
母
性
保
護

以
外
の
労
働
条
件
を
男
女
同
一
に
し
た

の
も
、
こ
の
条
約
の
批
准
に
向
け
て
の

も
の
で
し
た
。

　

こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
現
在
の
よ
う

に
女
性
も
午
後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま

で
の
深
夜
労
働
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

国
連
は
そ
の
後
も
婦
人
の
地
位
の
向

上
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
・
家

内
労
働
な
ど
の
決
議
や
条
例
を
採
択
し
、

日
本
で
も
男
女
同
一
賃
金
・
教
育
の
機

会
均
等
・
男
女
共
通
の
育
児
休
業
制
度

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
個
人
の
尊
重
を
通
し
た
男

女
平
等
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
推
進

の
た
め
、
国
は
平
成
６
（
１
９
９
４
）

年
に
「
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
」
を

設
置
し
、平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
「
男

女
共
同
参
画
基
本
法
」
の
制
定
に
至
り

ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
く
「
計
画
に
お
い

　

今
回
は
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」

の
制
定
に
至
る
国
連
と
日
本
の
動
き
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、
51
カ
国

の
加
盟
に
よ
り
国
連
が
成
立
し
、
個
人

の
権
利
と
基
本
的
自
由
の
尊
重
か
ら
、

男
女
平
等
も
そ
の
活
動
の
目
的
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
時
は
世
界
的
に
女
性
の
地
位
は
低

く
、
女
性
も
国
際
問
題
の
解
決
へ
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
へ
の
呼
び
か
け
や
婦

人
の
参
政
権
に
関
す
る
条
約
な
ど
、
女

性
の
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
、
日
本
も
こ
れ
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に
日
本

も
国
連
に
加
盟
し
、
政
治
や
経
済
・
社

会
・
教
育
分
野
等
に
お
け
る
女
性
の
地

位
向
上
に
取
り
組
む
「
国
連
女
性
の
地

位
委
員
会
」
の
委
員
国
に
な
り
ま
す
。

　

国
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
（
当

時
セ
イ
ロ
ン
）
で
は
世
界
初
の
女
性
首

相
が
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
に
ソ

連
（
＝
当
時
）
で
は
女
性
宇
宙
飛
行
士

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
昭
和
35
（
１
９
６
０
）

年
に
初
の
女
性
大
臣
が
任
命
さ
れ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
分
野
で
女
性
の

参
画
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
国
連
が
成
立
し
て
20
年

を
経
た
昭
和
42（
１
９
６
７
）年
に「
婦

人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
宣
言
」
が
国
連

総
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
に
よ

っ
て
男
女
平
等
あ
る
い
は
男
女
共
同
参

画
が
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
裏
付
け

る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
、
日
本
も

国
連
の
「
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
」
に

調
印
し
批
准
（
国
と
し
て
同
意
）
し
ま

す
。

て
改
め
て
強
調
す
る
視
点
」（
第
三
次
）

の
中
に
「
様
々
な
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
人
々
へ
の
対
応
」
が
あ
り
、

そ
の
状
況
の
一
つ
に
「
貧
困
」
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
５
月
に
国

連
ユ
ニ
セ
フ
研
究
所
が
発
表
し
た
、
先

進
諸
国
（
20
カ
国
）
に
お
け
る
子
ど
も

の
＊
相
対
的
貧
困
率
の
国
際
比
較
に

よ
れ
ば
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ

ン
、
イ
タ
リ
ア
に
次
ぎ
そ
の
割
合
が
高

く
、
実
に
６
人
に
１
人
が
相
対
的
貧
困

状
態
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
貧
困
の

背
景
に
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
や

雇
用
・
就
業
構
造
の
変
化
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
給
付
や
就
労
支
援
と
い
っ

た
福
祉
政
策
の
充
実
と
と
も
に
、「
男

女
共
同
参
画
基
本
法
」
に
基
づ
く
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
日
本
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
大

き
な
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

男
女
平
等
参
画
コ
ー
ナ
ー

世
界
の
動
き

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に

男
子
も
家
庭
科

＊
相
対
的
貧
困
率
…
そ
の
国
に
お
い
て
、

所
得
が
標
準
的
と
さ
れ
る
額
の
半
分
に

満
た
な
い
人
口
が
占
め
る
割
合
の
こ
と
。

ほ
か
の
国
と
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

国
内
の
標
準
か
ら
み
て
所
得
が
低
い
と

さ
れ
る
人
口
の
割
合
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✿「あなたがあなたでいてくれてありがとう」この言葉を
言われて時とても嬉しかった事を思いだしました。（よ）
　✿「戦後強くなったのは靴下と女性」という言葉を思い出
しました。今となれば、そこに男女共同参画社会との関連
もあるような気がします。（ふ）
　✿編集委員会で何度か挙がっていたこのテーマ。今回、特
集として取り上げましたが、デリケートな問題であること
が改めてよくわかりました。お役にたてると嬉しく思いま
す。（か）
　✿青梅市で飲食店ガイド「青梅ぶらり食べ歩き」が発行さ
れました。市民はもちろん飲食店からも好評を得ています。
タイトル名どおり大いに食べ歩きをしてみようと思います。
（お）
　✿さんかくの窓で紹介された本『「男だ
てら」に「女泣き」』。私も是非読んで
みたいと思います。（ゆ）

　

私
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
子
ど
も
劇
場
西
多
摩
あ

そ
び
あ
ー
と
』
に
所
属
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
い

を
ダ
ン
ス
で
表
現
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
活
動
を
し
な
が
ら
も
、
青
梅
の
若
者
た

ち
の
想
い
を
も
っ
と
形
に
し
た
い
と
２
年
前
か

ら『
お
う
め
若
者
カ
フ
ェ
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
と
い
っ
て
も
お
店
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
梅
市
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
若
者
が
集

ま
り
、
青
梅
の
街
と
人
が
も
っ
と
繋
が
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
今
年
は
私
が
実

行
委
員
長
と
な
り
、『
若
梅
祭
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

若
梅
祭
は
す
べ
て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

夏
に
御
岳
で
合
宿
を
行
い
、
青
梅
の
長
所
や
課

題
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
お
祭
り
の
内
容
を
決

め
て
い
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
地
元
の
み
り

ょ
く
再
発
見
』。
私
も
青
梅
の
魅
力
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
、
改
め
て
自
分
は
青
梅
が
好
き
な

ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
っ

た
若
梅
祭
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
活
動
す

る
こ
と
で
、
自
分
自
身
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
え
ま
し
た
。
青
梅
市
内
の
多
く
の
団

体
が
繋
が
り
、
関
わ
っ
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ

人
の
わ

川か
わ

﨑さ
き　

茜
あ
か
ね�

さ
ん
（
22
歳
）

（
市
内
在
住
）

よつばの手紙　　第８号
発 行 日　平成25（2013) 年３月
発　　行　青梅市企画部企画調整課
　　　　　電話  0428-22-1111
　　　　　内線  2423
編　　集　男女平等情報紙編集委員会
編集委員　吉田由美子　福島恵美子
　　　　　狩野　恵子　大野　哲明
　　　　　具志堅裕子

◇みなさんのご意見・
　　ご感想をお寄せください◇

「よつばの手紙」で取り上げたい内容
がありましたら、お知らせください。

＜編集後記＞

『若梅祭』スタッフと実行委員長の川﨑さん

ト
ワ
ー
ク
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
人
の
豊
富
な
経
験
や
知
恵
を
、

も
っ
と
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
若
者
だ
け
の
活
動
は
、
レ
ー
ル
を
は
ず
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
若
者
の
力
と
地

域
の
人
の
知
恵
を
調
和
さ
せ
、
人
と
人
が
繋
が

る
場
を
創
り
だ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、

若
梅
祭
か

ら
生
ま
れ

た
と
っ
て

も
大
事
な

こ
の
繋
が

り
を
、
こ

れ
か
ら
も

途
切
れ
る

こ
と
の
な

い
よ
う
に

し
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。


